


（���� ピンクシャツデー実行委員長　　𠮷永肇子）

　児童館では、寸劇「みんなちがっていいんだよ」を作り子どもたちに発表。子どもた
ちが「お互いの違いを認めあうこと」が伝わったのではないかと話してくれました。ま
た、�年生のみんなとピンクシャツデーの�ヶ月前から本を題材にして自分や相手の気持
ちについて考えメッセージを貼って当日をむかえました。
　YMCAきぼうでは、メンバーが「自分が好きなこと」を書いたカラフルなシャツを作
りました。ラジオ、電車、トランプなど、一人ひとりが違う「好き」を持っていて、そ
れは素敵なことだと確認できた日となりました。
　ホテル学校では、毎月最後の水曜日にピンクシャツデーを意識して、ピンクのものを
身に着けようという声がけをし、チーフやシャツ、ネクタイなどピンクのものを身に着
けて登校する学生の姿がありました。
　各施設、各部に於いて、幼児から青年、保護者、職員が、平和な世界を願って進めて
います。
また、仙台市、名取市、富谷市、山元町各教育委員会の名義後援をいただき、全ての小
中学校に配布、地域の方々にもこの運動を広めています。２０２４年２月２８日、皆さ
まの地域においても、平和を願う活動、差別のない、『みんなちがって、みんないい』
社会の実現の一翼となることを祈りつつ活動を進めてまいります。

　「仙台青年」を手に取ってくださっている皆さまは、きっと YMCAに近しくしてくださっていて、こち
らを読まれていることと存じます。YMCAには、こども園、児童館、放課後デイ、専門学校、そしてさまざ
まな運動教室などの日々の仕事があります。それだけではなく、YMCAはチャリティーラン、ピンクシャ
ツデー、国際・地域協力募金など、さまざまな活動を、外部の団体とも協力しながら展開している団体
でもあるのです。
　この YMCAの働きに協力する有志の集まりがあります。それが「ワイズメンズクラブ」です。目の前の
一人ひとりの平和のために、そして社会のために、少しずつ取り組んで行こう。そんな思いをもって会員お一人お一人
が参加してくださっています。そして皆で協力していると、それが思ってもみないような力を生んでくれるのです。
　そんな活動の嬉しい一つが先日行われました。
　全国の YMCAと共に行われた「ランドセル・プロジェクト」です。これは日本各地から寄贈されたランドセルを、世界
の学用品を必要とする子どもたちに届けるプロジェクトです。今回はネパールに、無事にたくさんのランドセルが贈ら
れ、子どもたちに笑顔を届けることができました。
　他にも様々な活動をしており、そういった働きの一つ一つが、仙台 YMCAを支えることにもつながっています。皆さ
まがもし、YMCAに何か「良い雰囲気」を感じておられるのだとすれば、それはこういった働きと思いの土台の上に育ま
れているのだということを憶えていただきたいと思
うのです。
　クラブは会員同士の良い交流の場でもあります。
この原稿を書いているのはクラブの「クリスマス会」
の日です。わたしは夜の会をとても楽しみにしなが
らキーボードを打っています。
皆さまのワイズメンズクラブへのご参加をお待ちし
ております。
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阿部頌栄さん
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